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「
浩
二
、

終戦 70 年

山田洋次監督が作家・井上ひさしさんに捧げて

長崎を舞台に描く『母と暮せば』、ついに映画化。

浩
二
、
ど
う
し
た
の
?

あ
な
た
は
悲
し
く
な
る
と
い
な
く
な
る
の
ね
」

rso年以上の問、たくさんの映画を作ってきましたが、終戦 70年という年にこの企画に巡り合ったことに幸運な縁と運命すら感じて

います。井上ひさしさんが、『父と暮せば』と対になる作品を『母と暮せば』という題で長崎を舞台にっくりたいと言われていたことを知り、

それならば私が形にしたいと考え、泉下の井上さんと語り合うような思いで脚本を書きました。生涯で一番大事な作品をつくろうという

l ;1 三五ュえtY
思いでこの映画の製作にのぞみます。 J

やさしくて、悲しい。

山田洋次監督初のファンタジー。

1948 年 8月 9 日。長崎で助産婦をして暮らす伸子の前に、 3年前に原爆で亡くしたはずの息子・浩二がひょっこり現れる。

「母さんは諦めが悪いからなかなか出てこれなかったんだよ J 。

その日から、浩二は時々伸子の前に現れるようになる。ふたりはたくさんの話をするが、一番の関心は浩二の恋人・町子のことだった。

「いつかあの子の幸せも考えなきゃねんふたりの時間は、奇妙だったけれど、楽しかった。その幸せは永遠に続くようにみえた一一。

母親・伸子役に吉永小百合、息子の浩二役に二宮和也、浩二の恋人・町子役には黒木華という理想的なキヤスティングで山田洋次監督が

初めてつくる、やさしく泣けるファンタジ一作品が誕生します。

冬は泣いて、春は笑う。

山田洋次監督作品 2本連続公開!
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